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衆
議
院
議
員
鈴
木
貴
子
君
提
出
返
還
前
の
沖
縄
と
本
土
と
の
渡
航
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

日
本
に
復
帰
す
る
以
前
の
沖
縄
に
お
い
て
は
、
米
国
施
政
下
の
琉
球
政
府
法
務
局
の
外
局
と
し
て
出
入
管
理
庁
が
設
置
さ

れ
、
日
本
と
の
間
の
出
入
域
に
関
す
る
も
の
を
含
む
出
入
域
審
査
、
琉
球
列
島
に
本
籍
を
有
し
か
つ
琉
球
列
島
に
居
住
す
る

者
が
日
本
へ
渡
航
す
る
際
の
日
本
渡
航
証
明
書
の
交
付
な
ど
の
事
務
を
行
っ
て
い
た
と
承
知
し
て
い
る
。

沖
縄
が
日
本
に
復
帰
す
る
以
前
、
沖
縄
に
渡
航
す
る
日
本
人
に
対
し
て
は
、
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
関
係
法
令
の
改
廃
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
三
十
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
旅
券
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
六

十
七
号
）
附
則
第
七
項
に
基
づ
く
身
分
証
明
書
を
発
給
し
て
お
り
、
日
本
か
ら
の
出
国
及
び
日
本
へ
の
帰
国
の
手
続
を
行
う

際
に
、
当
該
身
分
証
明
書
を
旅
券
に
代
わ
る
証
明
書
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

米
国
施
政
下
に
あ
っ
た
琉
球
政
府
に
お
い
て
、
「
い
ず
れ
日
本
に
復
帰
す
る
と
い
う
前
提
の
下
、
本
土
と
沖
縄
と
の
出
入

域
手
続
き
に
つ
い
て
特
別
な
枠
組
み
」
を
設
け
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。

四
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
あ
た
か
も
北
方
四
島
に
対
す
る
ロ
シ
ア
連
邦
の
管
轄
権
を
前
提
に
し
た
か
の
ご
と
き
形
で
我
が
国
国
民

一



が
北
方
四
島
に
入
域
す
る
こ
と
は
、
北
方
領
土
問
題
に
関
す
る
我
が
国
の
立
場
と
は
相
容
れ
な
い
と
考
え
る
。
政
府
と
し
て

は
、
御
指
摘
の
閣
議
了
解
に
基
づ
い
て
、
我
が
国
国
民
の
北
方
領
土
へ
の
入
域
は
、
墓
参
、
四
島
交
流
及
び
自
由
訪
問
の
枠

組
み
の
下
で
の
訪
問
の
み
と
し
、
こ
れ
ら
以
外
の
北
方
領
土
へ
の
入
域
に
つ
い
て
は
、
北
方
領
土
問
題
の
解
決
ま
で
の
間
、

こ
れ
を
行
わ
な
い
よ
う
、
国
民
の
理
解
と
協
力
を
要
請
し
て
き
て
お
り
、
今
後
と
も
、
御
指
摘
の
閣
議
了
解
の
周
知
徹
底
に

努
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
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